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Abstract

In research on Japanese documents, as computerization of full-text database and

glossary indexes advances, it has become possible to perform empirical analyses

from various angles.

Although computerization of full-text databases has progressed greatly, that of

glossaries has not advanced as much. This is because what constitutes a compound

word is a subjective judgment by the maker of the index and it is necessary for the

researcher to examine the text again to add attributes of words to the index.

In such situations Asscociate Prof. Nahoko Murata makes a glossary index of the

adjectives and adverbs of ancient words and performs analyses.

The degree of similarity of 22 ancient and medieval prose works were measured

using the methods detailed by Murata.

キーワード
類似度、語彙、形容詞、形容動詞、中古散文作品

Ⅰ　はじめに
日本語の文献に関する研究においては、本文テキストのデータベース化と作品中に使用
されている語の属性、出現頻度などをまとめた語彙索引の電子化が進めばさまざまな角度
からの計量的分析が可能になる。
日本語の古典文学の分野では、国文学研究資料館が、利用目的を研究の範囲に限定し、

さらに登録制にした上で、岩波書店旧版『日本古典文学大系』全作品（100巻560作品）の
全文データベースとその検索システムを試験的に公開している。これを利用すると、複数
の作品を対象とした文字列検索や文字頻度分析などが簡単にできる。１）

このように、本文テキストのデータベース化は進んでいるが、それに比べて、索引の電
子化は、なかなか進んでいないのが現状である。その理由の一つとして、印刷物の索引を
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ベースにする場合、複合語の認定基準が索引作成者の判断に左右されるところが大きいこ
とがあげられる。そのほかにも、従来の索引にない語の属性を付加したい場合など、再度
本文を調査する必要があることなどがあげられる。
このような現状の中で、村田菜穂子氏は、古代語の形容詞と形容動詞について、単なる
作品における語の出現度数、用例だけではなく、語構造・単位数・結合タイプ・結合型と
いった語構造に関わる属性、造語形式・造語型といった造語論に関わる属性、活用の種類
などの詳細な情報を付加した語彙表を作成し、古代語形容詞・形容動詞の活用別、出現時
代別、結合タイプ別あるいはこれらを組合わせた形での延べ語数・異なり語数の分布状況
を分析し、それらの史的変遷について考察を行い、『形容詞・形容動詞の語彙論的研究』２）

の中で分析・考察内容を明らかにしている。
今回、同書に別表として掲載されているデータに基づき、中古の散文資料22作品３）につ

いて、その語彙の使用状況から作品間の類似度を機械的に測定する試みを行った。

Ⅱ　類似度の測定の方法
語彙の使用状況から作品間の類似度を測定する方法については、これまでいくつかの手
法が考案されてきた。
宮島達夫氏は、「語いの類似度」４）において、見出し語数の共通度に注目した水谷静夫

氏の式５）と安本美典・本多正久氏の式６）について解説しながら、独自の説を展開し、様々
な分野への適用を試みている。
以下に、宮島氏の手法を簡単に説明する。
見出し語W1,W2,W3,…,Wnがあったとき、見出し語Wiの作品Aにおける使用率をPi（A）、見

出し語Wiの作品Bにおける使用率をPi（B）で表し、両者の小さい方をmin（Pi（A）,Pi（B））で
表すと、以下の式で算出される値CABが作品AB間の類似度となるというものである。

この式は、不一致度の合計を用いた次の式から導き出されている。

さらに、宮島氏は、この類似度を基にして、複数作品間の近さを図示する方法を考案し
ている。それは、異なる２作品間の不一致度（１－類似度）をすべて算出し、その中で一
番高い値をとったときの２作品の組合せ（例えばAとB）を求め、その不一致度を底辺の
長さとする三角形を想定し、その両端に２つの作品を配置し、比較したい作品（例えばC

とD）との不一致度を算出し、それぞれの長さを残りの２辺とし、その頂点に比較したい
作品を配置するというものである。これを図示すると図１のようになる。
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今回の類似度の測定にあたっては、この宮島氏の式および図示の方法を使うこととし
た。

Ⅲ　類似度の測定
１　対象となるデータ
今回対象としたデータは、『形容詞・形容動詞の語彙論的研究』２）の別表三「中古散文

作品の形容詞対照語彙表」収録の形容詞1124語および別表四「中古散文作品の形容動詞対
照語彙表」形容動詞1093語とした。
データの内容は、見出し語と中古散文22作品での述べ語数（出現回数）である。参考ま
でに形容詞のデータの例を表１に示す。
２　各作品の使用率の算出
データの件数が多いため、Excel VBAを使って算出した。
以下は、Excel VBAで作成したプロシージャの内容である。

Sub syukei1（）
last＝1126 '元データの集計行の番号
yoko＝22 '作品数22
For x＝１ To yoko '作品数分繰り返し

Cells（1, x）＝x '項目行（１,２,３,…,22）の出力
For y＝２ To last '縦方向の繰り返し（項目行の次からデータ数分）

'元データの対応セルから使用率を算出
Cells（y, x）＝Sheet2.Cells（y, x + 3）/Sheet2.Cells（last, x + 3）

Next

Next

End Sub

３　２作品間の類似度の算出
22作品の異なる２作品の組合わせは22C2＝231とおりと多いので、これもExcel VBAを使

って算出した。
以下は、Excel VBAで作成したプロシージャの内容である。

Sub syukei2（）
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表１　測定対象となるデータの例（中古散文作品の形容詞1124語）



last＝1126 '元データの集計行の番号
kosu＝last －２ '元データのデータ数
yoko＝22 '作品数22
x3＝0 '横方向の列番号の初期値
syukei＝kosu + １ + １ '集計行の番号（個数＋見出し行＋集計行自身）
For x＝１ To yoko－１ '２作品の組合せの一方を変化させる

For x2＝x + 1 To yoko '２作品の組合せのもう一方を変化させる
x3＝x3 + １ '横方向の列番号を１増やす
syokei＝0 '列ごとの小計の初期化

'項目行（（１-１）,（１-２）,（１-３）,…,（21-22）の出力
Cells（1, x3）＝"（" & LTrim（Str（x））& "-" & LTrim（Str（x2））& "）"
For y＝２ To kosu + １　'縦方向の繰り返し（項目行の次から

データ数分）
'項目に対応する２つの使用率の小さい方のデータ
を算出
Cells（y, x3）＝_

Application.WorksheetFunction.Min（Sheet1.Cells

（y, x）,  _Sheet1.Cells（y, x2））
syokei＝syokei + Cells（y, x3） '小計の算出

Next

syokei＝Round（syokei, ３） '小計の小数点３位以下四捨五入
Cells（syukei, x3）＝syokei '小計の転記

Next

Next

End Sub

４　２作品間の類似度および不一致度のまとめ
３で求めた値を見やすい形に整理するとともに、類似度の最小値、類似度が最初になる
２作品の組を求め、さらに、その２作品とそれらを除いた20作品との類似度および不一致
度を求める。
以下は、Excel VBAで作成したプロシージャの内容である。

Sub syukei3（）
last＝1126 '類似度データの集計行
yoko＝22 '作品数22
x3＝0 '横方向の列番号の初期値
oldmin＝１ '仮の最小値
For x＝１ To yoko－１ '横方向の列番号を変化させる

Cells（x, １）＝x + １ '項目列（２,３,４,…,22）の出力
Cells（22, x + １）＝x '項目行（１,２,３,…,21）の出力
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For y＝x To yoko－１ '縦方向の行番号を変化させる
x3＝x3 + １ '類似度データの横方向の列番号を１増やす

'類似度データの集計値を転記
Cells（y, x + １）＝Sheet3.Cells（last, x3）

'今の類似度＜記憶しておいた類似度の最小値ならば
If Cells（y, x + １） < oldmin Then

oldmin＝Cells（y, x + 1） '記憶しておいた類似度
を置き換える

minx＝x 'そのときの列番号を記憶
miny＝y + 1 'そのときの行番号+１を記憶

End If

Next

Next

minx1＝５ '類似度最小のときの２作品を書き出す列
miny0＝25 '20作品の見出しを書き出す行
miny1＝26 '20作品の不一致度を書き出す行（片方）
miny2＝29 '20作品の不一致度を書き出す行（もう片方）

Cells（miny1, minx1）＝minx '類似度最小のときの作品１を書き出す
Cells（miny2, minx1）＝miny '類似度最小のときの作品２を書き出す
Cells（miny2 + ２, minx1）＝oldmin '類似度最小のときの類似度を書き出す
Cells（miny2 + ３, minx1）＝１＜oldmin '類似度最小のときの不一致度を書き出す
'類似度最小のときの２作品と他の20作品との類似度、不一致度を算出
For i＝１ To yoko '類似度最小のときの片方の場合

If i <> minx And i <> miny Then '類似度最小の組合わせ以外なら
'（i,minx）の組合せが（行＜列）になるように入れ替える
If minx > i Then

y1＝minx

x1＝i

Else

y1＝i

x1＝minx

End If

Cells（miny0, minx1 + i）＝i '20作品の見出しを表示
ruiji＝Cells（y1 - １, x1 + １） '類似度を転記
hiruiji＝１ - ruiji '不一致度の算出
Cells（miny1, minx1 + i）＝ruiji '類似度の転記
Cells（miny1 + １, minx1 + i）＝hiruiji '不一致度の転記
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Else

If i <> １ Then '一番最初でなければ
minx1＝minx1 - １ '列番号を一つ前に戻す

End If

End If

Next

minx1＝５
For i＝１ To yoko '類似度最小のときのもう片方の場合

If i <> minx And i <> miny Then

If miny > i Then

y1＝miny

x1＝i

Else

y1＝i

x1＝miny

End If

ruiji＝Cells（y1 - １, x1 + １）
hiruiji＝１ - ruiji

Cells（miny2, minx1 + i）＝ruiji

Cells（miny2 + １, minx1 + i）＝hiruiji

Else

If i <> １ Then

minx1＝minx1 - １
End If

End If

Next

End Sub

５　22作品の距離感の図示
不一致度の最大の組合わせの２作品とその２作品と他の20作品との不一致度が求まった
ので、あとは、20作品のそれぞれについて、（最大の不一致度，不一致度最大の組合わせ
の一方との不一致度，不一致度最大の組合わせのもう一方との不一致度）を３辺とする三
角形の頂点の位置を求めて点をプロットしていけばよい。
しかし、Excelの標準のグラフ作成機能には、このような場合に適合するグラフがなく、

変数を変換して適用するにもやはり適切なものがない。
また、Excel VBAのユーザーフォームでは、グラフィックス系のコントロールが使用で

きない。
別アプリケーションやDLLを呼び出すこともできなくはないが、環境に依存することに
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なるため、できれば使用したくない。
シートの倍率を縮小して、セルのサイズを小さくして、ドットの代わりにする方法も考
えたが、これだと文字を表示したときに小さすぎて見えなくなってしまう。
そこで、図形のオートシェープの楕円をExcel VBAからコントロールして、楕円をドッ

トの代わりに使って22作品の点をプロットしていくこととした。
以下は、Excel VBAで作成したプロシージャの内容である。

Sub syukei4（）
size0＝800 'グラフ領域の大きさ
x0＝150 'グラフ領域の開始位置（x0,y0）
y0＝450
tsize＝16 'テキストボックスのサイズ
atate＝32 'a（底辺に相当する不一致度）の入ってるセルの列
ayoko＝５ 'a（底辺に相当する不一致度）の入ってるセルの行
btate＝30 'b（右辺に相当する不一致度）の入ってるセルの列
byoko＝６ 'b（右辺に相当する不一致度）の入ってるセルの行
ctate＝27 'c（左辺に相当する不一致度）の入ってるセルの列
cyoko＝６ 'c（左辺に相当する不一致度）の入ってるセルの行
leftx＝５ '底辺の左端の作品番号の入ってるセルの列
lefty＝26 '底辺の左端の作品番号の入ってるセルの行
rightx＝５ '底辺の右端の作品番号の入ってるセルの列
righty＝29 '底辺の右端の作品番号の入ってるセルの行
midashix＝６ '見出しの入ってるセルの最初の列
midashiy＝25 '見出しの入ってるセルの行
a＝Sheet4.Cells（atate, ayoko）'a（底辺に相当する不一致度）を取得
x1＝x0 + a * size0 '底辺の右端の座標（x1,y1）を算出
y1＝y0

'底辺の左端（x0,y0）に半径２の円を描く
Shapes.AddShape msoShapeOval, x0 - ２, y0 - ２, ２, ２

'１文字分のテキストボックスを描く
Shapes.AddTextbox msoTextOrientationHorizontal, x0 - tsize / ２, y0 - tsize, tsize,

tsize gcount＝Shapes.Count

'テキストボックスに作品番号を描く
Shapes（gcount）.TextFrame.Characters.Text＝Sheet4.Cells（lefty, leftx）
Shapes（gcount）.Line.Visible＝False 'テキストボックスの線を非表示に
Shapes（gcount）.Fill.Visible＝False 'テキストボックスの内部を非表示に
Shapes.AddShape msoShapeOval, x1 - ２, y1 - ２, ２, ２
Shapes.AddTextbox msoTextOrientationHorizontal, x1 - tsize / ２, y1 - tsize, tsize,

tsize gcount＝Shapes.Count
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Shapes（gcount）.TextFrame.Characters.Text＝Sheet4.Cells（righty, rightx）
Shapes（gcount）.Line.Visible＝False

Shapes（gcount）.Fill.Visible＝False

For i＝１ To 20 '20個の円を描く
b＝Sheet4.Cells（btate, byoko + i - １）'b（右辺に相当する不一致度）を取得
c＝Sheet4.Cells（ctate, cyoko + i - １） 'c（左辺に相当する不一致度）を取得
cosb＝（a ^ ２ + c ^ ２ - b ^ ２）/ （２ * a * c） 'cosBとsinBを算出
sinb＝（１ - cosb ^ ２） ^ （１ / ２）
yl＝c * sinb '頂点の（x0,y0）からの垂直方向の距離を算出
xl＝c * cosb '頂点の（x0,y0）からの水平方向の距離を算出
x2＝x0 + xl * size0 '頂点の座標（x2,y2）を算出
y2＝y0 - yl * size0

Shapes.AddShape msoShapeOval, x2 - ２, y2 - ２, ２, ２
Shapes.AddTextbox msoTextOrientationHorizontal, x2 - tsize / ２, y2 - tsize, _

tsize, tsize

gcount＝Shapes.Count

Shapes（gcount）.TextFrame.Characters.Text＝Sheet4.Cells（midashiy,

_midashix + i - 1）
Shapes（gcount）.Line.Visible＝False

Shapes（gcount）.Fill.Visible＝False

Next

End Sub

Ⅳ　結果および考察
１　形容詞の使用率から見た中古散文22作品の類似度
まず、異なる２作品間での類似度および不一致度の算出結果は、表２のようになった。
上部の階段状のものは、横軸の１～21が２作品の組合わせの一方を表し、縦軸の２～22
がもう一方を表し、その交点に対応する数値が２作品間の類似度を表す。
例えば、横軸が３、縦軸が５の交点を見ると値は0.554であるが、これは、作品３と作

品５の類似度が0.554であることを表す。
下部の左側の２列は、全体の中で最も高い類似度と最も低い類似度をそれぞれ５つずつ
示している。
下部の右側部分の内、最左列は、全体の中で最も類似度の低かったものが作品６と作品
12の組合せであったこと、そのときの類似度が0.283、不一致度が0.717であることを示し
ている。
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表２　中古散文22作品の形容詞の使用率から見た類似度および不一致度



下部の右側部分の内、最上部の行は、22作品から最も類似度の低かった組合わせの作品
６と作品12を除いた20作品を示している。
その下の２行は、作品６と上記20作品との間の類似度（上段）と不一致度（下段）を示
している。
さらに１行空けたあとの２行は、作品12と上記20作品との間の類似度（上段）と不一致
度（下段）を示している。
表２では、作品を作品名ではなく１～22の連番で表しているが、これは、成立年代の順
を反映しているもので、年代の推移を念頭に置いた場合、この方がわかりやすいこともあ
って、敢えて連番で表記した。参考までに中古散文22作品の作品名と連番との関係を表３
に示す。

表２の中で類似度の高いものは、次の５つである。
17－22：0.718 19－22：0.711 13－19：0.710 16－17：0.707 16－22：0.703

逆に低いものは、次の５つである。
６－12：0.283 ６－14：0.298 ２－６：0.322 ７－12：0.355 ７－18：0.356
次に、22作品間の距離感は図２のような結果になった。
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表３　中古散文22作品の作品名と連番との関係

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
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図２　中古散文22作品の形容詞の使用率から見た距離感



図３は、図２の上部を拡大したものである。

近いものを集めてみると、次のようになる。
グループ１：８,10,15
グループ２：９,13,16,17,18,19,21,22
グループ３：１,３,11
しかし、これらのグループに属する２作品間の類似度を表２で確認すると、図２の位置
関係と符号しないものが出てくる。
例えば、17－22の類似度が0.718、17－21の類似度が0.538であることからわかるように、
数値的には17から見れば22の方が近いにも関わらず、図２では22の方が遠くなっている。
あるいは、１－４の類似度が0494、１－11の類似度が0.410であるのに対して、図２上で
は、１－４の距離＞１－11の距離となっているなどである。
仮に、図２を３次元的に見たとすれば、11や21はもっと奥の方にあるのかもしれない。
２　形容動詞の使用率から見た中古散文22作品の類似度
まず、異なる２作品間での類似度および不一致度の算出結果は、表４のようになった。
表４の中で類似度の高いものは、次の５つである。
15－22：0.669 13－16：0.663 17－22：0.655 16－17：0.642 13－17：0.641
逆に低いものは、次の５つである。
２－７：0.116 １－７：0.136 １－６：0.164 ２－10：0.174 １－21：0.177
次に、22作品間の距離感は図４のような結果になった。
図５は、図４の上部を拡大したものである。
近いものを集めてみると、次のようになるが、形容詞の場合と同様の問題がある。
グループ１：５,６,９,10
グループ２：11,13,15,16,17,18,19,21,22
グループ３：３,４,14,20
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図３　図2の上部を拡大したもの
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表４　中古散文22作品の形容動詞の使用率から見た類似度および不一致度



３　形容詞の使用率から見た場合と形容動詞の使用率から見た場合との比較
図２、３と図４、５を見比べると、多くの部分で共通点が見られる。
例えば、６と７は、年代的に近いにも関わらず、形容詞、形容動詞とも距離が大きく隔
たっていること、14と20がともに前後の作品から離れた点に位置していること、
13,16,17,18,19,21,22が極めて近い位置にあることなどがあげられる。
しかし、ここでも、１で述べた問題点があることを忘れてはいけない。

Ⅴ　おわりに
今回は、宮島氏の提唱した手法に基づいて、形容詞および形容動詞の見出し語の使用率
から中古散文22作品の距離感を測定して図示するプロセスをExcel VBAと使って実現して
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図４　中古散文22作品の形容動詞の使用率から見た距離感

図５　図4の上部を拡大したもの



みた。
その結果、一つの平面上に図示することはできたが、距離感に矛盾が生じることも明ら
かになった。
今後は、他の分析手法との比較などを通して、これらの矛盾を解消していきたい。
また、今回は、見出し語の使用率に着目したが、形容詞や形容動詞の個体そのものの持
つ属性と用いられている作品との関係、作品の特性や作者の特性などについても着目し、
分析を行っていきたい。

【付記】
本稿は、日本学術振興会平成19-22年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）課題番号

19520407）による研究成果の一部である。
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